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第 E 章 CWSI モデルによる裸地面蒸発量の推定


















茎熱収支法による茎内流量（0.8 ～4.1 m m ）あるいはウェイイングライシメータとマイクロライ






第N 章 CWSI モデルによる作物栽培下の土壌面蒸発量の推定
第E 章で提案した蒸発量推定手法をトウモロコシ圃場に適用し 作物栽培下の土壌面蒸発量を
推定した













その妥当性を厨場実験により検討した．直径 15cm の塩化ビニル製カラムを 3 基用意し，それぞ
れに乾燥土壌，飽和土壌，推定対象となる裸地土壌を充填し，カラム土壌の地温．地中熱伝導量，








測定が比較的容易な要素からなる CWSI (crop water stres index ）モデルを基にした土壌面蒸
発量の推定手法を提案し その妥当性を実測値との比較実験により検討した．圃場では乾燥土壌
および飽和土壌を充填した直径 15cm の塩化ビニル製カラムを用意し これらの土壌と裸地園場
それぞれの地表面近くの地温 園場の純放射量および地中熱伝導量大気の温湿度を測定した





















を推定した．マイクロライシメータ法による実測値と比較した結果， 日中 8 時間についての推定
蒸発量は，裸地面蒸発量の推定の場合と比べ推定精度の低下が認められたものの，概ね妥当な値
を示じた．また，作物が生長して土壌の被覆が進むにしたがい，地中熱伝導量の測定精度が蒸発
量推定において重要となることが示された．
以上のように本論文は，裸地面の純放射量および蒸発量作物蒸散量，作物栽培下の土壌面蒸
発量それぞれの推定手法を提案し，その妥当性を実験的に検証し，その有用性，適用可能性を明
らかにした．蒸散量の推定過程で気孔抵抗および群落抵抗を計算することができるが，水蒸気拡
散に対するこれらの抵抗を利用することにより 光合成速度あるいは光合成産物の評価が可能と
なる．今後これらの推定法をさらに発展させることにより，光合成を考慮した圃場レベルでの水
管理あるいは作物の生育評価などにも適用が期待される．これらの研究成果は，今後の水管理技
術の発展に大きく寄与する新知見であり，博士（農学）の学位を与えるに十分な価値を持つもの （ 
と判定した
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